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　 　　 　　　 　　 1　 研 究 の 目的

　 ソ
ーシ ャル ス トーリー

「v
は，社 会 的状況 が読み 取れ

な い、ある い は そ の 状 況を過 っ て 解釈 して しまうことが

原 因で 適切な行動が とりに くい と考えられ る 人 を 対 象
に用い られ る 手 法 の ／つ で あ る。社会 的な 状況 や そ の

状況 に 関 わる他 者 の 気持ち、求められ て い る行動 など

本人 たちが 見落として い る情報を含む指 導 用 の 単文

（ソーシ ャル ストーリ
ー TM

，以下 ス トーリーとする）を作

成し読 ませ ることで，問題 行動の 減少や 適応行 動 の

促進が期待できるとされ て い る （Gray，2004 ）。ソーシ

ャ ル ス トーリ
ー TM

に よる介入 は作 成され た文章を読ま

せ る だけ で ある ため，指導 者 に特別なテ クニ ッ クや訓

練が 要求され ることはな い。また、ス トーリ
ー

は大抵 の

場合 400 宇 未満の ため，指導の ために必 要な時間も

極めて 短 い
。
こ れ らの 理 由から，学校 や施設など多くの

実践現場で 使用 され て い る手法で ある 。 先行研 究 で

は この 介入方法は適切な行動形成 （例 えば Delano ＆

Snell， 2006 ），問題行 動の 減 少 （例 えば Kuoch ＆

Mirenda
，
2003）とい っ た標的行動に対して 効果がある

とされ て い る。しかし ，
こ の 介入 方法に お い て 最 も重要

と 思 われ る ス トーリー自体の 検討 に つ い はほとんど研

究され て おらず，Okada ，　 Ohtake，　 and 　 Yanagihara

（2006 ）による，「ADIHD 児 の トイレの 後 に お ける石け

ん を使 っ た 自発 的な手 洗 い 」につ い て，特定 の 見解文
の 有 無が 標 的行動の 安定し た生起に 影響 を及ぼ す と

い う報告 が 1例あ るの み で ある。同時 に，こ の報告 で は

見解文の 記述内容も標的 行動の 生起に影響を持 つ こ

とが示 唆 され てい る。

　 今 回の 研 究の 主た る 同的は，Okada 　 et　 a1．（2006 ）に

よ っ て 確認 された特定の 見 解文 の 有無 が標的行動へ

どの ような影 響をあたえるの か検証する ことで あっ た。
あわせ て ，標的行 動 の 計測場面をストーリ

ー提示 直 後
の 朝 の 会と約 3時間後の給食とに 設 定し，ス トーリーの

提示 時期 の 適切性に っ い て の 検 討を行うこととした 。

　　　　　　　　　 E 　 方法

被験者 ：被験 者は A 養 護学校に在籍する寺 野君 （中
学 部 2年 生 男 子）で あっ た 。 寺野 君 は知 的障害軽度
で，小 学4年生 の 時に 小 児精 神科 医 により自閉症の診

断を受 け て い た。寺野君は小学校中学年程 度 の 漢字
が使われた 400 文字 程度の 文章を初見で だ い た い 音
読 す る ことが で き た 。 ま た，意 味もほぼ間違 い なく理解
で きる ことが確認 され て い た。

寺野 君 は 学校生 活 へ の 適応状況 は 良 く
，
パ ニ ッ クや

深 刻 な他 害行 為や 自傷行動などは学校 で は観 察さ

れ て い なか っ た 。 指導前 の 本 人 へ の 聞き取 り調査 と行

動観察で は ，特定の 教員に愛 着を示す ことは なか っ た

が ， 特定の クラス メイトと話 をしたり一緒に遊んだりした

い と答え，日常観察でもそ の クラスメイトと頻 繁に DVD

を見たり MD を聞い たりしてい る場 面が観察さ れた。
DVD に つ い て は稀 に担任教師にも一緒に 見 ようと誘
い かけることがあっ た。

標的行 動 ：標 的行動は朝の 会と給食時 の着席行動の

改善で あっ た 。 標的行 動 の 操 作的な定義は，両 方ある

い は片方の ひ じを机 につ い て い ることと，頭 が著 しく机
に 近 づ い て い るこ とで あっ た 。 こ の 標 的行 動は，寺野 君

の 社会 的な受 容 を 向上 させ る ために設定さ れ た 目標

で ，担任 教師と保護者 の 同意 の 上 で 指導は 開始 され

た。

実験計画 ：実験計 画 は ベ ース ライン 条件，ス トー
リ
ー1

（見解文なし〉条件，ス ト
ー

リ
ー2 （知 らな い教員 の 行 動

の 結 果 に対 す る評価あり）条 件 ，ス トーリー3 （担任 教
員の 行動の 結果に 対す る評価あり）条件 の 4条 件 か ら

な る ABCDA デザ インを実施した。
ソ
ー

シャ ル ス トーリー
1
’
M

：ス ト
ー

リ
ー

はす べ て 寺野 君の

学 級担任で ある第1筆者によっ て 作成され ，ソー
シ ャ ル

ストーリ
ー 10．0丁M

（Gray　2004）の基準に準拠して作成
された。作成された ストーリ

ー
は第 1 筆者とともに寺野

君を担 任する教員と第 2 筆者の 大学教員 の 確 認を経
て か ら実 際 の実験に使用され た。
実験 手 続 き ：インターベ ン シ ョンは，教 室 と同じ階の 調

埋 室 と自立 活動準備室で 実施され た 。 当初の 予定 で

は 調理 室 の み を使 用 して インターベ ン ショ ンを行う予
定 で あ っ たが，調理室 は 時お り人 の 出 入りがあり、「気
が 散 る 」と寺 野君が 訴えたため，途 中か ら隣の 自立活

動 室に変 更され た。イン タ
ー

ベ ンシ ョ ンは Gray の推 奨

す る 「Jimmy　Cricket　Positlon」に準拠して 行われ ， 支
援者は 寺野 君の視界 に 入 らな い よ うに後 方に 座 り（自
立活動室で は場所 の都合で 寺 野 君の後ろ に立 っ た），
落ち着い た雰囲気の 中で 見守 っ た。寺野君 の 読み 間

違いに対 して は最小限度 の 訂 正 を行 っ た 。読み方を間
違え て も意味が変わらな い ような間違い に 対して の訂
正 は行われなかっ た。また，音読 中に 3 秒以 上止まっ

た時には、音読が止まっ た前の 文節 を教師が音読し，
続けて 寺野君 に読ませた。実験の手続きは全イン ター

ベ ン シ ョ ン の 25 ％の割合で ビデオカメラにより録画さ

れ，実験 手続きの信頼性が計測 された。
また，筆者以 外の 学級 担 任には ベ ース ライン期もイン

ターベ ン ショ ン期も声かけの仕方や指導に関しての条
件を変 更しな い ように依頼し た。また，実 験計画や条
件変更 などは知らせ なか っ た。
結 果 ：現在，実験は継 続 中であ るため，本論にお い て

結果の報告は で きない
。

一
］08一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


